
５ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 生活委員会では， 1年生 7 クラス， 2年生 7 クラス， 3年生 8 クラスの全 22学級で落とし物の調 （４） 図１は，（３）の表３の度数分布表をもとにして，各学年のヒストグラムを書いたもの
査を行いました。次の各問いに答えなさい。 です。次の各問いに答えなさい。

図１
（１） 表１は，全校の落とし物の結果を表にまとめたものです。落とし物の合計のうち，文房具の占
める割合は何％ですか。小数第 2位を四捨五入して，小数第１位まで求めなさい。

表１
文房具 269種
ハンカチ・タオル 60類
その他 88

落とし物の合計 417 ％

（２） 表２は，表１の落とし物の結果を学年別に表したものです。全校（全 22学級）の落とし物の合
計の平均値を小数第 2位を四捨五入して，小数第 1位まで求め，表に書き入れなさい。

表２
1年生 2年生 3年生 種類別の合計 ① 3年生のヒストグラムを完成させなさい。

文房具 54 103 112 269種
ハンカチ・タオル 19 16 25 60 ② 各学年の最頻値と中央値の含まれる階級をそれぞれ求めなさい。類
その他 25 26 37 88

落とし物の合計 98 145 174 417 1年生 2年生 3年生
落とし物の合計の平均値 14.0 20.7 21.8
（1学級当たりの落とし物の個数） 最頻値 個以上 個未満 個以上 個未満 個以上 個未満

中央値 個以上 個未満 個以上 個未満 個以上 個未満
（３） 表３は，それぞれの学級の落とし物の個数をいくつあったかをまとめたものである。さら

に， 3 年生だけは相対度数をまとめた。例えば，落とし物の個数が 5 個以上 10 個未満だっ
た 1年生の学級は 2学級あったことを表しています。次の各問いに答えなさい。 （５） 生活委員長の優香さんは，表２や図１のヒストグラムを見て「平均値ではわずかに 3
表３ 年生の方が多いけど，ヒストグラムを見ると 2年生と 3年生を比べると同じだ。」と考

階級 1年生 2年生 3年生 えました。優香さんが考えた理由を，ヒストグラムの 2 年生と 3 年生の調査結果を比
（落とし物の個数） 度数（学級数） 度数（学級数） 度数（学級数） 相対度数 較して「最頻値」「中央値」という言葉を使って説明しなさい。

0 以上～ 5 未満 0 0 0 0.00
5 ～ 10 2 0 0 0.00
10 ～ 15 3 1 1 0.13
15 ～ 20 1 2 2 ㋑
20 ～ 25 1 ㋐ 4 0.50
25 ～ 30 0 1 1 0.13
30 ～ 35 0 0 0 0.00

計 7 7 8 1.00 ２ 生活委員長の優香さんは，記名をすれば落とし物が減るだろうと思い，次の調査で，
「記名のある落とし物を 1個 1点，ない落とし物を 1個 2点として集計し，表彰する学

① 階級の幅を答えなさい。 級を決めよう。」と考えました。表４は 2回目の調査で各学年の落とし物が少なかった
個 学級です。表彰される学級は何年何組ですか，答えなさい。

表４
㋐② にあてはまる数を書きなさい。 学 級 落とし物の個数 記名ありの個数 記名なしの個数

1年 4組 9個 4個 5個 表彰される学級
2年 7組 12個 8個 4個

㋑③ にあてはまる数を書きなさい。 3年 2組 11個 9個 2個 年 組
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